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清　水　榮　一　（１９４２年７月２３日　東京市生まれ）



略　　歴
１９６５年  ４月　　日産自動車㈱入社　サービス部、宣伝部、販売部
１９８４年  ６月　　日産販売会社代表
１９８８年  １月　　日産自動車(株)営業部主管
１９９１年  １月　　ニッサン・モータースポーツ・インターナショナル(株) 取締役　
２００１年　４月　  モータリゼーション研究会主宰・片山豊氏執事
２００７年  ９月　  日産自動車㈱アーカイブス活動 企業史キューレター
２０１９年  １月　  日本クラシックカー・クラブ 監査役
２０１９年  ４月　　日本自動車殿堂表彰 準備委員

座右の銘 　　　　　　
　　　「独立自尊」　　

 心掛けていること
      「歴史の時代背景（社会・経済・外交・文化等）を大所高所から客観的に俯瞰すること」

関心の高いこと
・近代日本の企業経営史
・自動車のマーチャンダイジング
・クラシックカーのメカニズムとレストアー
　　・アメリカン・カントリー音楽、ハワイアン音楽、クラシック音楽
　　・絵画（水彩）	
　　　



「日本特有の自動車発展史」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車史キュレーター　清水榮一

前田彰三氏の偉業に感謝　
日本の自動車史を紐解くとき、まず脳裏に浮かぶのは、故・前田彰三氏の理念と功績だ。
前田氏は「自動車は多くの先達が大変な努力で開発した。国産化と敗戦後の苦境をバネにして勤勉に励んだおかげで驚異的な発展を遂げてきた。自分も商品の運搬で自動車に大変お世話になったので、その恩に報いたいと思う。旧い自動車を集めて蒐集し、皆さんにご覧いただいて日本の自動車文化を後世に伝えたい」と話す。強い理念と情熱を抱かれ、ついに１９７８年、日本で最初の大規模な私設自動車博物館を設立された。
それから４０余年の月日が流れた今も、同館２階に設けられている前田氏のコーナーは５００余台もの展示車と共に自動車文化の移り変わりを今に伝える大変貴重な情報発信源になっている。
僭越ながら、ここで前田氏の偉大な功績を忍びつつ、日本が世界に冠たる自動車立国になるまでの特有の自動車発展史を少しでもお伝え出来ればと思う。
　　　　　　　　　　　　　[image: ]
（故・前田彰三氏と　２００５年）


前章　　日本特有の自動車発展史に“目から鱗”
私は“気ままな自動車フリーク人生”を過ごして来た。自動車メーカーに勤務していた現役のころにマーケティング戦略の企画や販売会社の最前線を経験した。系列会社で入社以来の宿願であった故・片山豊翁（元北米日産社長、自動車殿堂入り）をアドバイザーにお招きして執事を務める傍ら、翁や自動車史研究家の方々から大変貴重な自動車史を教えていただいた。
これらの活動を通じて、私はとても重要な点に気づいた。趣味の延長で自動車の歴史に接していた自分を反省した。前田氏も片山翁も異口同音に、「日本の自動車の発展は他の国々とは異なる。日本の経済、政治、外交、産業構造、社会、文化などと深い関わりを持って来た史実を掘り下げることが大切だ」と教わった。これこそ歴史研究の本質的な視点であり、この姿勢を大切にしていきたい。
コンテンツ　　７つの日本特有の自動車発展過程　　
本年５月、３０年続いた「平成」から「令和」へと新しい時代が幕を開けた。振り返れば明治、大正、昭和、平成の１５０年間、小国・日本は驚異的な経済発展を遂げた。このような例は他にない。
日本を発展させた強力なエンジン、自動車産業には発展過程で７つの特徴がある。自動車産業は日本経済を支える基幹産業（繊維、石炭、造船、鉄鋼、石油、化学、機械、電機など）と歩調を合わせて相互に影響しあって発展した。本稿ではその特徴を７つの章にまとめる。　
第１章から第３章は自動車市場の成長過程で主に国の政策（マクロ）の視点から、第４章から第７章は成長を遂げた後に見えた課題について主に企業運営（ミクロ）の視点から、それぞれアプローチしてみよう。蛇足ながら私が自己名義にして溺愛した多くのクルマたちとの体験も織り交ぜながら。
①第１章　「農業国から工業国へ、２０世紀初頭に大きく貢献した自動車産業」
②第２章　「国家総力戦の要、第２次世界大戦と自動車産業」
③第３章　「敗戦後の官民連携、行政指導と熱心勤勉な経営が支えた自動車産業」
④第４章　「日本経済の屋台骨、高度成長期に基幹産業を支えた自動車産業」
⑤第５章　「輸出から地産地消へ、安定成長期に海外投資にシフトした自動車産業」
⑥第６章　「グローバル化の中で、２１世紀初頭に激変した産業構造と自動車産業」
⑦第７章　「新興国とともに、経済成長に大きく寄与する自動車産業」

　　また、各章では次の５つの項目を節ごとに触れる。
1. 経済、政治、外交、産業構造、社会、文化などと自動車産業の関係
1. 法律と国の行政指導
1. 自動車メーカーの主な動き
1. 自動車産業に貢献した人々
1. [bookmark: _Hlk6088003][bookmark: _Hlk6385786]私の自動車日記から
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総括表　　時代推移と自動車産業の変遷
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　　　　（創業直後の日産自動車子安工場を視察する日本の自動車業界幹部　　１９３４年１０月　）
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 国の体制 　軍主導体制の興隆と崩壊  官・行政指導 　　　　　　　　　　経　　済　　大　　国　　へ　　の　　発　　展   世　界　各　国　と　の　協　調

経済・市場 　  重化学工業化

ＧＮＰ（実質）         　 31兆 　　　　　 70兆 　　　　　143兆 　　　　　365兆 　　　　　479兆  　550兆

為 　　替      1971 ﾆｸｿﾝ･ｼｮｯｸ  1985 ﾌﾟﾗｻﾞ合意 1991  ﾊﾞﾌﾞﾙ崩壊 2007 Lｼｮｯｸ

        \200(1978)       \150（1986）          \110(1996)   \106(2004)

大卒初任給

流行語 　「男子の本懐」 「欲しがりません勝つ迄は」　　「太陽族」　　「Ｃ調」　　「Oh、モーレツ」　　「恥ずかしながら」　「ブリッコ」　「オバタリアン」　「リストラ」　　「メタボ」

創生期   　　　　　　　 軍需対応

自動車産業
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量産への基礎固め

輸出拡大 現地生産

ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ

¥198,100

　　　　　環境・省エネ対策　　　　　　　自動化

大衆車登場 現地開発

RV,SUV,軽へのシフト

　　　　　　　 高　　度　　成　　長 第二次大戦　　      復　　  興  　　　安　　定　　成　　長    　　　構　　造　　改　　革

時代推移と自動車産業の変遷

公害・安全対策

¥12,900 ¥24,100 ¥91,300 ¥144,500


